
 

 

 

２０２６年４月２３日 

Ｊ Ｒ 東 日 本 秋 田 支 社 

 

「第一線の職場における技術開発」の展示会を開催します 
 

 

 

 

 

  

 

 

１ 第一線の職場におけるこれまでの技術開発について  

JR 東日本では、第一線の職場の社員が作業の現場で直面した課題を解決するため、自らが主体となり

技術開発を行う「現場第一線における技術開発」の制度を会社発足後の 1988年に開始しました。  

当社独自の制度として、約 40 年にわたり社員の技術力向上を支えてきました。社員のアイデアを活か

したタイムリーな技術開発により、安全性・生産性向上やコストダウンなど、多くの成果を創出していま

す。 

 

２ 開催概要 

⑴ 日 時：２０２６年５月１５日（金）１３:３０～１４：３０ 

⑵ 会 場：秋田駅ビル『ALS
ア ル ス

』地下１階（予定） 

⑶ 内 容：第一線の職場において過去に開発された開発品の展示 

 

３ 展示予定の開発品一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 多機能配電用接地工具の開発 秋田電力設備技セ 大曲メンテナンスセンター

2 現場写真整理アプリの開発(土木構造物) 秋田土木設備技術センター

3 フックボルト切断時におけるバンドソー活用治具の開発 秋田保線設備技術センター 秋田保線センター羽後本荘BASE

4 I型継目板ボルト供回り防止治具の開発 秋田保線設備技術センター 大曲保線センター

No. 開発品件名 箇所名

○JR 東日本には、第一線の職場において技術開発に取り組む制度があります。これまで数

多くの成果を生み出しており、現場で実用化されています。 

〇第一線の職場の技術開発の取組みを、多くの方に知っていただくため、初となる社外向

けの展示会を開催します。 

○本展示会では、開発品を紹介するパネル展示と実際に使用している開発品を展示します。 



多機能配電用接地工具の開発 

〇作業する際に信号用電線の電気を逃がす多種別工具を開発。 

電力系統の作業実施時における感電事故防止を目的にした開発品です。 

従来品は取付け箇所の種類により、各種別の接地工具を使い分ける必要がありま

したが、本開発品は一つの工具で複数の取付け種別に対応しています。汎用性が

高く、他支社管内の線区にも水平展開が可能です。 

現場写真整理アプリの開発(土木構造物)  

〇写真撮影した際に位置情報を元に橋りょうを特定。タグ情報の追加。 

土木系統の点検・工事で日々大量に撮影される写真を対象に、位置情報や画像

解析を用いて自動でタグ付けする整理アプリを開発しました。写真整理にかかる手

間を削減することで業務の効率化を図るとともに、災害時における迅速な情報共有

強化への寄与が期待できます。 

I 型継目板ボルト供回り防止治具の開発 

〇レールとレールを繋ぐ継目板のボルト供回り防止治具。 

レール継目板に付属するボルトの緊解作業において発生する「供回り」を抑制する

治具を開発しました。供回りが発生した場合に時間と労力を要していた従来作業

を、その場で処置できるようにし、作業時間の短縮と効率化を図りました。 

 

フックボルト切断時におけるバンドソー活用治具の開発 

〇橋りょうとマクラギを固定しているボルトの切断治具。作業効率ＵＰ。 

フックボルト切断作業における安全性と作業効率の向上を目的に、バンドソー活用

治具を改良しました。前回開発した製品はバンドソーと固定台座が一体構造のた

め、安全性は向上したが作業効率が低い結果となりました。今回、バンドソー及び

固定台座の分離を図り、安全性及び耐久性を検証し作業時間短縮を図りました。 

 

別紙 展示予定の開発品概要 
        

 


